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1. 事業開始の動機
明治維新後の洋式新工業の中で，そのスタートの早かったものの一つに，洋
紙製造業がある。おもな製紙所を創立または開業年順に並べると，有恒社（明
治5年創立， 7年8月開業）， 王子製紙会社 (6年2月創立， 8年12月開業），蓬莱社
製紙場 (8年2月開業），三田製紙所 (7年創立，同年開業），京都府営パピール・フ
ァプリク (9年1月開業），神戸製紙所 (10年創立， 12年4月開業）となる1)。とこ
ろが，製紙所を起こそうという企ては，開業の 2, 3年あるいは4, 5年前に
なされ，爾後，開業にいたるまでの期間は，資金の調達，工場の建設，機械の
据付け，原料の仕入れ，職工の募集と訓練など，事業開始に必要な万般の準備
のために費されているのであって，したがって，僅々数年間に上掲の有力 6社
が現われたことは，洋紙製造業のスタートの早さを示すものといえよう。そこ
には，これを企てた人物があり，また企てさせた動機ないし目的があったはず
であるが，ここでは，まずその動機について見よう。
明治の洋式新工業は輸入代用 (importsubstitute)の形で導入されたといわれ
ている。これは，後進国が工業化する場合の一般的な特徴であって，わが国の
場合もその 1例にすぎない。これを洋紙について見ると，明治のはじめにはす
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でに輸入紙を用いた新聞も発行されつつあった。政府が明治4年に郵便制度を
創始するに当っては，その切手および葉書きを作るのに輸入紙を使わねばなら
なかったし， 5年に開通した汽車の切符についても同様であった。 4年に発行
を開始された新紙幣にいたっては， 7年までは，用紙から印刷まですべてドイ
ツ製であった。このような状態のもとに，機械を輸入し技術者を招聘して，洋
紙製造業が始まったのであるから，それが輸入代用を目ざしたものであること
は間違いないとしても，各製紙所の設立が意図せられた具体的な動機は，必ず
しも一様ではなかった。
まず有恒社を見ると，同社は，明治 5年， 1日広島藩主浅野長勲が一家の事業
としてその設立を発起したものであって，なぜ製紙業を選んだかについては，
長勲自身が選んだとする説2)と，浅野家の御用達で，横浜へ出て貿易商を営ん
でいた杉井幾三郎の進言によるとする説3)とがあるが，いずれにしても，洋紙
需要の将来を見込んだことが，その動機をなしていた。別の言葉でいえば，旧
藩時代の，いわゆる殖産興業政策的発想にもとづくものであり，したがって，
発足に当っては，職員・職工をつとめて同藩士族のあいだから募り，かつ孟子
の「恒産あれば恒心あり」から，社名を有恒社と名づけたのであった。
王子製紙会社は抄紙会社の名で発足したものであるが，創設者渋沢栄ーは，
明治5年6月，大蔵省在官中に，井上馨および上野景範と連署して，洋紙製造
事業を起すべきことを正院に建議した。その大要は，紙幣・公債証書・切手・
印紙などの製造日を逐うて急を要するの際，内地において未だ完全なものを産
出する能わざるは遺憾なりということから説き起し，事業の担当者については
『政府自ら事業を経営するか，或は政府保護の下に民業たらしむるか，両者の
中其ーを選ぶべし』としている 4)。渋沢がこのように製紙業を重要視したの
は，一国の発展は文運の進歩に依存し，文運の進歩は新聞や書籍を便利に多く
出すことに多くを依存するが，それらの原料となるものは紙であることに着目
したからであった5)。
蓬莱社製紙場設立の動機は，明治3年にさかのぽる。その年10月，政府は，
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貨幣ならびに銀行制度その他財政上の諸制度を調査するために，伊藤博文をア
メリカヘ派遣したが，その際政府は，民間人にも彼地の産業を視察させようと
して，三井家の使用人吹田久則と大阪の両替商平野屋（高木）五兵衛の分家にあ
たる百武安兵衛を選んで，伊藤に同行させた。その百武は，たまたまある製紙
工場を見学したとき，古綿やボロのような原料から純白の紙が多量にできるの
を見て驚き，製紙業を発起し， 機械購入の契約を結んで，一行に先立って帰
国，ただちに大阪のおもな実業家を説いて， 「洋法猪製商社」を結んだ。契約
の不備から，機械は到着せず，安兵衛は改めて大阪在住のイギリス商人にこれ
を注文した。しかし，その機械が到着する以前に平野屋が経営不振に陥ってい
たため，結局，機械は，後藤象二郎が中心となって組織されていた商社蓬莱社
に譲り渡され，製紙業は，製糖事業と並んで，同社の事業として始められたの
であった。
三田製紙所を見ると， その創立者は蠣殻町米商会所頭取林徳左衛門である
が，彼を誘って製紙業を起こさせたのは，横浜居留のアメリカ人貿易商ウィリ
アム・ドイル (WilliamDoyle)であった。ドイルは，日本における製紙業の将
来を見込んで，ひそかに製紙機械を輸入し，経営のパートナーを求めていた。
その選に当ったのが， 7年夏に外務書記官川路寛堂に紹介された林であった。
共同経営の申込みを受けて，林は最初躊躇したが，しかし，近く政府から地券
用紙の大量注文があることを聞知していた彼は，これを一手に引受けて巨利を
得ようと思い直し，長男麒一郎の名義で， ドイルと等分出資のパートナーシッ
プを結んだ。間もなくドイルが破産したため，結局三田製紙所は林の独力でス
タートすることになったのである。
京都府営のパヒ゜ール・ファブリクは，明治 2年の車駕東幸にともなう京都の
衰微を挽回しようとして起こされた諸々の洋式新事業の一つに外ならない。時
の府知事は山口県士族の槙村正直， その左右には洋学に造詣の深い山本覚馬
（旧会津藩士）と明石博高（医薬学者）が顧問として控えていた。また，府立の外
国語学校「欧学舎」には，かつて山本が師事したことのあるドイツ人，ルドル
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フ・レーマン (RudolfLehmann)が教師として招聘せられていた。このような
人々のコンビにより， 特別に下賜された産業基立金（いわゆるお土産金） 10万両
その他をもとでにして，各種の新事業が起こされたのであってa), したがって
製紙業も，殖産興業の共通目標のもとに，洋紙の将来の重要性を見込んで企て
られた事業であった。
以上の 5製紙所と，動機をかなり異にするのは，神戸製紙所である。安政の
開港後，率先して横浜に商館を開いたのは， アメリカ人ウォルシュ兄弟であ
り，その商館がウォルシュ・ホール商会で，ふつうアメリカ一番館，略してア
メーとも呼ばれていた。神戸が開港になると，同商会はここにも商館を設けた
が，ここでわが国からの輸出品として目をつけたのが，豊富な木綿ボロであっ
た。しかし，輸送の航海途上，自然発火して，数度損失を蒙ったことから，ボ
ロをパルプに製して輸出するのを得策とし，明治9年，三ノ宮に工場を設けて
木綿パルプの輸出を試みた。しかし，燃料用の石炭が高価で収支償わず，かつ
米国では輸入パルプに高い関税がかけられていたため，この事業を断念すると
ともに，パルプからすすんで製紙を始めることにし，英米両国の知人に出資を
求めて， JapanPaper Making Co., Ltd. を設立した。翌10年，組織をさら
に改めて，ウォルシュ兄弟が一手で経営することになったのが神戸製紙所であ
る7)。製品を輸出に向けようとしたのか，国内市場へ販売しようとしたのか，
明らかでないが，同所が12年に開業した頃には，洋紙に対する国内需要はすで
に増大しており，しぜん同所の製品もすべて国内市場に仕向けられた。
以上を通覧すると，ひとしく輸入代用といっても，製紙業の場合は，綿糸紡
績業などの場合とはかなり事情がちがっていた。その違いは政府の政策にも見
られる。すなわち， 政府の製紙業政策は， あとで見るように， 和紙の洋紙化
（この言葉は不適当かも知れない）に集中せられ，見事に成功したのであるが，洋
紙業に対しては積極的でなかった8)。このように，事情がちがったのについて
は，いろいろの理由があろう。しかし，当時，洋紙の需要が，政府需要を除い
ては，大でなく，したがってその輸入額も大ならず，他方，新聞や書籍用紙と
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して和紙がなお多く用いられていたことが，第1であったと思われる。もし，
綿糸や綿布の場合のように，洋紙が和紙と同質のものであり，その輸入が，良
質・廉価を武器として，在来の製紙業を圧迫する状態であったならば，恐らく
政府の態度も大いに違ったことであろう。
このように，政府の積極的な保護政策が無かったにもかかわらず，西南戦争
前すでに 6つの製紙所が民間に起こされた。そこで，改めて，これらの製紙所
に関与した主要人物について簡単に述べよう。
(1) これら 6社について，まとめて書かれたものの随ーは，王子製紙株式会社販売部調
査課著「日本紙業綜覧」（昭 12)第4編歴史の第1章であり，つぎは王子製紙株式会
社編「王子製紙社史」（昭31~34)第1巻および付録1巻である。
(2) 成田潔英「洋紙業を築いた人々」， p.112. 
(3) 「日本紙業綜覧」， p.453. 
(4), (5) 「渋沢栄一伝記資料」 （以下， 「伝記資料」と略す）第11巻， p. 5~6. 
(6) 寺尾宏二「明治前期京都経済史」第 1, 2章参照。
(7) 「日本紙業総覧」， p.611. 以下。
(8) もっとも，王子製紙が設立認可を申請したとき，政府はその所用の紙を総て同社か
ら買上げるという特許を与えており， 8年10月には，各種用紙の抄造等を命じたとき
には，これに従うべしという趣旨の命令書を同社に交付している。（「王子製紙社史」
第1巻， p.95ー 98.)
2. 主要人物
有恒社の創設者浅野長勲 (1842ー 1937)は，いうまでもなく旧広島藩主で，幕
府の危機に際しては，進んで大政の奉還を将軍に進言した 1人である。同社に
おける人物としては，家令の中野静衛や前に掲げた貿易商杉井幾三郎を忘れて
はならないが，特筆すべきは，工場建設に当った大蔵省御傭建築師トーマス・
ウォートルス (ThomasJ. Waters)であろう。三枝氏らによると， 『彼は建築
の領域からはみ出る製紙業についても，浅野長勲を動かして有恒社製紙場をつ
くらせることに成功し，みずから蠣殻町の工場建設にあたった』 9)とのことで
あるが，その真偽はともかく，彼が杉井の紹介で浅野に会い，製紙業とその将
来性について説明すると同時に，全面的に浅野に協力することになったことは
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事実である。すなわち，工場の建設はもとより，機械の購入から据付けにいた
るまで，一切を引受けた彼は，岡田薬三郎（浅野家の旧家臣）および本国から呼
ぴよせた実弟アルバート・ウォートルスを助手にして，工場建設を完了し，同
時に本国から製紙技師ジョン・ローゼルス (JohnRogers)を雇入れることに成
功した。
そのころ，民間で外国からわざわざ技師や教師などを招聘することを政府は
好まなかったようで，有恒社は，再三，外人技師の雇入れ許可方を外務省や東
京府へ出願したけれども，応諾せられなかった。もっとも，すでに日本居留の
外国人を雇入れることは，困難でなかった。そこで，有恒社は，・工場建設担当
者であるウォートルスに旅費を渡し，表面は彼自身が本国から技師を同伴して
築地居留地に住まわせたもののように体裁をつくろい，もってその技師を有恒
社が雇入れるということにしたのである 10)。のちに述べる王子製紙会社の場
合にも，ほぼ同じ方法がとられた。
ローゼルスはグラスゴー生まれの純然たる製紙技師であった。月給200ドル，
1カ年契約で来日したのであるが，有恒社では雇入れ期間を半年延長し，その
間は月 250ドルを支給した。それほど有能な技師であったらしく，機械の試運
転開始約 3カ月にして良質の紙を抄出することができるようになった。
王子製紙会社を創立した渋沢栄ーについては，ここで喋々する必要はない。
成田潔英氏の「洋紙業を築いた人々」を見ると，創設当時の同社について，渋
沢を筆頭に，益田孝・谷敬三・大川平三郎が挙げられている。益田は，直接に
は同社に関係がなかったけれども，同社が，そこを介して最初の抄紙機械を輸
入し，またチーズメン (FrankCheesmen)とボトムリー (ThomasBottmley)の
2人の外人技師を斡旋したウォルシュ・ホール商会の番頭をしていた経験があ
ること，彼が造幣局に勤めていた当時，その手腕力量を買うていた谷敬三を同
社の支配人に推薦したこと， その他，要するに陰の功労者であった。谷敬三
(1841年生れ）は大阪の有名な蘭学者坪井信道の二男，青年期に英学を修め，の
ち金座役人谷八左衛門の養子になった人。その関係で造幣局に出仕し，造幣助
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に任じて技術・経営両面に重きをなしていた。その谷は，益田の推薦によっ
て，明治7年，支配人として王子製紙に入ったのであるが，同社が早くから複
式簿記を採用したこと11)その他，多少ともに近代的経営方式を採用したのは，
恐らく彼の造幣局での経験によるところが大であったと思われる。
しかし，ここで大書すべきは，のちに製紙業界の大立物になった大川平三郎
(1860ー 1936)であって，その製紙企業家としての第一歩は王子製紙において踏
み出された12)。大川家は埼玉県の川越に近い三芳野村の豪農， 父平兵衛は剣
の達人として名あり，川越藩主松平大和守に召されて士籍に入った人，しぜん
平三郎は幼少より武士としての教育を受けた。明治5年， 13オにして東京へ出
た大川は，親戚に当る渋沢栄一家に寄食して，はじめ壬申義塾に，ついで大学
南校に入り，主としてドイツ語を学んだ。同校を退いて，機械据付作業中の王
子製紙へ入社したのは 8年2月で，任務は「絵図引方並機械据付手伝」という
ことで，月給は 5円であった。製紙業の技術と併せて経営面にも身心を打込ん
だ大川は，原料の処理に新機軸を案出するなど，その創意を発揮しつつあった
が，それがもっとも顕著に現われているのは，彼が明治12年に会社の重役あて
に提出した建白書であろう。それは，経済事業は正常利潤を挙げねばならぬと
いうことから説きおこし，わが国の洋紙が欧米品に劣るゆえんを技術上の諸点
に求め，原料ボロの需給状況から藁原料への転換を暗示し，さらに職工の問題
に言及して賃金の定額制と出来高払制それぞれの長所・短所を比較している。
要するに，製紙業経営の全般にわたって，その近代化を提唱した大文章であっ
て，これによってその人物を認められた彼は，直ちに製紙業修業のためアメリ
カヘ派遣されることになった。 13年10月に帰国するまで 1年半近くのあいだ，
3, 4の会社で製紙修業をした彼がもたらした最大の知識は，薬を原料とする
製紙技術であったが，その後，同社がわが国製紙業界に率先することができた
のについては，この修業によってその基礎を固めた大川の識見に負うところが
多かった。
蓬莱社製紙場が百武安兵衛の発起で洋法椿製商社として発足したことは，前
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に述べたが，同社が購入予定の機械を譲り受けて事業を開始した蓬莱社にあっ
て， その製紙場の経営を担当したのは，真島襄一郎 (1852ー 1912)である18)。
その養父梱斎は眼科医で，大阪の細川邸に勤めた縁故から，維新の際熊本の士
籍に編入された。襄一郎は 15,6オのとき，幕府の開成所に入学して英語を学
び，のちィギリスの測量船シルビヤ号に通訳として乗組んで英語を実習し，・熊
本洋学校の教授に任じた。それをやめて大阪に帰り， 唐物商を営んでいた彼
が，蓬莱社に聘せられたのは，明治 6年，製紙工場建設の途上においてであっ
た。すなわち，来日予定の英人抄紙技師マクファーレン (WilliamMcFarlane) 
と種々折衝するために，経営能力のある，かつ英語の堪能な人物が必要であっ
たからである。イギリスのアンファーストン会社に注文していた抄紙機械は 7
年1月に到着，年末には工場建物も竣工して，翌8年2月に試運転がはじめら
れた。
真島がその経営を担当したのは製紙場だけでなく，蓬莱社が計画したもう一
つの洋式工場である製糖場も同様であった。かくて，同社の財政が悪化して，
立ち行き難くなるや， 9年4月に，真島は右の両製造場の工場および債権・債
務の一切を譲りうけ，製紙場は個人企業の真島製紙所として独立した。その後
の真島の活動は華々しく，たとえば，東京へ進出をはかって，製品の面で関係
ができた三田製紙所を譲受けてこれを真島第二製紙所とするなどしたが， 15年
になると，襲来した不況に堪ええず，製紙事業の一切は挙げて住友家に売却せ
られ，大阪製紙所と改称せられたが，翌年にはさらに滋賀県長浜の人下郷伝平
に譲渡せられ，名も下郷製紙所と改められた。それが中之島製紙株式会社に改
組されたのは明治39年のことである。
三田製紙所の創設者である林徳左衛門およびアメリカ人貿易商ドイルについ
ては，前に掲げた以外に特記すべきことはない。ただ，上述のように，明治13
年に工場を真島に譲ったものの， 15年には真島の破産から買戻さねばならぬ破
目に陥ったこと，しかし，林には再び工場を再開する意志がなかったこと，機
械設備は， 17年，韓国政府使節朴永孝の副使として来日した金玉均に買取られ
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たことを付言しておきたい14)。
京都府営パビール・ファプリクの建設にあたった槙村知事および京都府顧問
の山本覚馬・明石博高については，ここで改めて述べる必要はあるまい。もう
1人の， ドイツ人）レドルフ・レーマンについて一言すると，彼は，維新後来日
して大阪に定住したレーマン 3 人兄弟—ルドルフ，ハルトマン，カール＿
の長兄であって，当時20オ余ですでに造船および機械工作の技術を習得してお
り，また英・ 仏語にも堪能であった。彼が京都府に雇われたのは外国語教師と
してであったが，府が製紙事業を計画するにおよび，工場建設を嘱託せられ，
用地の測量からはじめて建築工事が完了するまで，すぺて指揮監督に任じた。
抄紙機械はレーマン・ハルトマン商会を通じてドイツから輸入せられたが，同
時に抄紙技師も同商会を介してドイツから招聘せられた。それがエキスネル
(Heinrich Ottomal Exner)で， 150円の月給をうけて6年8月から10年8月ま
で滞在したが，すこぶる有能な技師であったといわれている15)。
パビール・ファプリクが技術的に成功したのには，これらドイツ人の真摯な
協力があずかって力があった。しかし，経営の面では必ずしも良好でなく，そ
れよりも，もともと模範工場のつもりで建てられたものであったから，次代の
知事北垣国道が琵琶湖疏水の大工事を企画するに当り，経費の捻出をも考慮し
て， 13年，他の府営工場とともに，民間へ払下げられることになった。払下げ
を受けたのは，山口県出身で大阪の堂島米穀取引所の頭取をしていた磯野小右
衛門である。製紙所の開業いらい，製品の販売に尽力してきた京都の紙商中井
三郎兵衛らは，払下げを京都府民である自分たちにと願ったが，これを知った
磯野は，長男良吉に家督をゆずり，隠居して籍を京都へ移した。おそらく払下
価格 (12万円）の点で磯野に有利であったと思われるが，それはとにかく，バビ
ール・ファプリクは個人経営の磯野製紙場となり， 39年に磯野家一統の出資の
もとに，地名を冠して，梅津製紙会社となった16)。
神戸製紙所を建てたのは，前述のように，アメリカ一番館のウォルシュ兄弟
— Thomas WalshとJohnWalsh―ーであった。この兄弟は，王子製紙の発
35 
396 洋紙業事始め（堀江）
足にあたって，機械の輸入や外人技師の雇入れに任じた人々であるから，早く
から製紙事業に関心を持っていたものと思われる。ところで，兄弟は，明治 9
年に神戸製紙所の工場建築を，王子製紙の工場建築を請負うた鹿島岩蔵に依頼
し，翌々年にはジョン自ら渡米してライス・バートン会社に機械を注文，帰朝
した。でき上った工場へは，機械部技士長に英人エルトン，ビータ一部技士長
に同じくウィルソン，抄紙部技士長に米人ラングを雇入れたが，兄弟は，米国
で製紙技術を習得して帰朝し，当時王子製紙の技術長をしていた小野寺正敬を
招聘し，彼を深く信頼して，やがて明治15, 6年ごろ，上記3名の外人技術者
たちをいずれも解雇・帰国させた17)。成田氏によると， 兄弟は米国上流の出
身で，商人にしては珍らしい上品な好紳士であり，また非常な日本びいきであ
った。前述の大川平三郎が渡米した際，彼地で修業上各種の便宜を得たのにつ
いても，兄弟の斡旋に負うところが多かった。しかし，兄弟がわが製紙業界に
なした最大の貢献は，製紙所連合組織の結成を提唱したことであって，王子製
紙・有恒社・真島製紙所などが欣然これに賛成し，ここに13年12月，各製紙所
が『其製紙法を改良して更に事業を拡張し，且其紙価をして外国輸入の紙品よ
り低廉ならしむるの目的』を以て，製紙聯合会が発足したのであった18)。
明30年8月，兄のトマスが欧米漫遊中に，弟のジョンは俄かに病を得て長逝
した。兄弟の経営といっても，中心人物がジョンであっただけに，ここに，ゥ
ォルシュ・ホール商会ならびに神戸製紙所は解散の運命に陥った。前者は他の
パートナーに譲られ，後者は岩崎家が引継いで，翌年から合資会社三菱製紙所
の名で経営せられることになった。岩崎家が継承したのは，すでに弥太郎時代
に兄弟と親交があったからであって，弥太郎が政府の保護を受ける以前にひと
かどの海運業者となりえたのについては，必要の都度，兄弟から資金を借るこ
とができたことが与って力があったといわれている19)。
以上，創業期の各製紙所における主要人物を掲げた。その中には，製紙業に
対して積極的でなかった人もあるが，反面に殖産興業家的タイプの人が多かっ
た。また，斯業に関与した外国人にも触れたが，彼らのあいだに，ウォルシュ
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兄弟やドイルのように，わが国においてはじめて製紙事業を起こしたものがあ
ったことは，注意すべきである。そのこれを企てたのは，恐らく洋紙の輸入と
関連し，日本における洋紙需要の趨勢を見込んだ上のことと思うが，それにし
ても，日本人の殖産興業的企業家と，紙において逢かに先進国であった欧米人
企業家とが，いろいろの点で結びあったことは，興味深い事実であろう。
(9) 三枝博音・野崎茂・佐々木峻著「近代日本産業技術の西欧化」 p.110. ちなみに，
ウォートルスは，明治元年，大蔵省の招聘で来日し，造幣局の建設を担当した人であ
る。
UO) 成田，前掲書， p. 114. 以下。
Ul) 明治13年6月，従来の申合略則を廃して新たに設けられた定款の第43条に『当会社
の計算簿記法は洋式複記法を用て正確詳明に記載すぺし』とある。（「渋沢栄一伝記資
料」第11巻.p. 65.) 
U2l 「大川平三郎君伝」， 「伝記資料」第11巻．その他参照。
U3l 成田，前掲書， p. 133-143, 「中之島製紙の沿革」， p.30. 以下，「王子製紙社史」
付録， p.24. 以下参照。
閥「日本紙業綜覧」， p.593. 
U5l 「王子製紙社史」付録， p.42. 以下。 なお，ルドルフ・レーマンは，京都府傭を
解かれてのち，神戸のレーマン・ハルトマン商会の一社員として貿易に従事したが，
日本婦人をめとって妻とし， 90オで日本の土となった。
US) 同上， p.45. 以下。
U7l 同上， p.52. 
UBl 松尾音次郎「我国商工業之現在及将来」， p.225. 
U9l 成田，前掲書， p.173. 以下。
3. 資本と経営
まず，各製紙所の創業資本を見ると，有恒社については，浅野長勲が， 『10
万円ぐらいの金でできるのなら，すぐ調査して計画せよ』と中野静衛に命じた
ということであるから，およそその金額の資本（うち機械代金2万5千PDでスタ
ートしたと思われる。三田製紙所は，林徳左衛門が工場敷地および建物を，ゥ
ィリアム・ドイルが抄紙機械および付属機械一切を，それぞれ現物出資するこ
ととし，その評価額をおのおの 7万 5千円としたから，同所は資本金15万円の
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等分出資のパートナーシップ形態で発足し｀たことになる。ところが，発足間も
なく， ドイルが破産したため，林は彼に代る出資者を求めたが得られず，途方
に暮れた挙旬，政府に近く地券発行の計画があるのを頼りに，紙幣頭得能良介
を説いて，同局の御用工場になる条件で，同局から 7万5千円を借入れ，これ
をドイルに返却して彼との関係を断った。借入金の返済方法は，毎月元利合計
2千円づつを支払うにあり，また，政府が地券用紙の抄造をまず三田製紙所に
命じた経緯は，ここにあった20)。
京都府営のバビール・ファプリクは，動力に水を利用する予定で，桂川の左
岸に近い梅津に建てられた。川から工場敷地まで，幅4間，水深4尺，延長11
町余の水路を開盤しなければならなかったが，その水路は石材を用いて入念に
工事せられた。これについて「王子製紙社史」 （付録）には，つぎのように書
かれている 21)。
『この工事は当時としては大工事であったから，笠置山の住人で土橋嘉衛門というも
のが，感奮のあまり，それでは自分の所有である笠置山の北，赤井谷の良石3万余個を
献納したいと申し出た。府ではこれを奇特な行為として，いさぎよくその義捐を受ける
と同時に，毎日牛車5, 6台でこの重い石を運んだため，道路・橋梁等を破損し，その
修理には莫大な費用がかかった。石は無代でも，この思いがけない出費のため，普通な
らば4, 5万円で出来る工事が20万円もかかるという結果を招来した。そのため府で
は，その財源の捻出に頭を痛めていると，建築技師のルードルフ •V ーマンが，芸娼妓
に課税したらどうだろうといったのにヒントを得，それを実行して資金の悩みを解消し
たということである。』21)
肝腎の工場建築および機械据付に要した費用については明らかでないが，後
年，同製紙所が磯野小右衛門に譲られたときの払下げ価格が12万円（うち 5万円
即納，残りは10カ年賦）であったことから考えると， 水路工事費を別にして， 15
万円ないし20万円の資本金で創業したものと思われる。
蓬莱社製紙場の創業資本金額はもとより明らかでない。しかし，百武安兵衛
が大阪在留のイギリス人マッケンジーを介して購入契約を結んでいた抄紙機械
は，偶然にも有恒社のそれの姉妹機で， しぜん価格も同じ 2万 5千円であっ
た。この製紙場を真島襄一郎が蓬莱社から譲り受けたときの価額は明らかでな
38 
鵬西大學『鯉済論集』第16巻第4・5合併号 399 
いが， 15年8月に真島が住友家へ売却した工場一切の価額は15万円であった。
これらのことから，蓬莱社製紙場の創業資本金は10万円から15万円のあいだと
見てよいであろう。もっとも，その創業当時，他方に製糖工場をも始めたこと
とて，手許資金はかなり窮屈であって，抄紙機械代金のごときも，その半額を
大阪府からの借入金でまかなうことができた有様であった。
外人経営の神戸製紙所は，資本金 5万ボンドをもって出発した会社組織の企
業である。この金額は，当時の金円に換算すると，およそ25万円になる。その
うち，半額はウォルシュ兄弟が引受け，残り半額を主として日本に滞在した英
米人が醸出したが，それには前の駐日イギリス全権公使オールコックのような
著名人も加わっていた22)。
以上に対して， 王子製紙の場合は，事情はやや複雑であった。渋沢栄一の
「王子製紙株式会社回顧談」によると，明治3年に三井組は銀行設立の認可を
大蔵省に出願したが，容易に許可されない。そこで渋沢は三井組に対して製紙
業を起すことを勧誘した。しかも，文運進歩の一翼を担う国家的な事業ではあ
るが，日本人には不慣れな事業であり，目先き儲からぬ事業であるから，資カ
と勇気のある人がこれに当らねばならぬというわけで，渋沢は，三井組ととも
に，当時の三大富豪として知られた小野組• 島田組にも参加を呼びかけた23)。
こうして，王子製紙は，渋沢と三大富豪の共同出資で成立し， 6年2月に会社
の設立を許可せられたものであって，発起人には三井治郎右衛門・渋沢オ三郎
（栄一の代人）・小野善右衛門• 島田八郎左衛門・斎藤純三（三井家重役）・三野村
利助（利左衛門の養子）・古河市兵衛（小野組番頭）・永田甚七・三野村利左衛門
（三井家大番頭）・行岡庄兵衛．勝間田清三郎• 藤田東次郎らが名を列ねてい
た。同社の「自明治五年至明治八年考課状抄本」を見ると， 『……当初本社の
資本金を15万円と定め，此内金10万円を以て機械代金・機械運賃及組立入費，
其他家屋建築地所代・諸傭人給料等総て開業迄の諸費として，他の 5万円は追
て開業の後集金すべきの目的なりしに，明治 7年10月23日に至る迄に集金の金
額既に 15万円を超えたり』 24)とあり， 7年12月末に18万6百円， 8年9月末
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には21万 6百円となっている。これは， 7年末に諸機械代金を支払う段になる
と，それだけで 108,070ドルを要したため，資本金を 25万円に増額したことに
よるのであって，結局，王子製紙はこの金額の資本金で出発したことになる
36)。
そのころの同社の株数には，何分何厘というような端数が見えるが，これについて渋
択の回顧談には，つぎのような説明がある。 『斯くて 7年の10月には株主が15名で， 1 
株1千円のものが総株数152株2分5厘，金高にして152,250円となった。株式に2分5
厘という数字のあるのは妙であるが，其の頃では，今日の商法に「株式の金額は均ーな
る事を要す」という様な制裁があった訳ではないから，金の都合で 1株の半分とか4分
の1とかいうものを持ったからである。』26)
しかし，同年には小野組と島田組が破産し，やがて王子製紙から退くことに
なったため，出資は三井組の一手で引受けねばならなくなった。 「龍門雑誌」
には， 『若し其際，会社の中心人物が青淵先生でなかったならば，抄紙会社は
半途にして挫折して居たかも知れない』と普かれている 27)。事実，渋沢は，表
面上は発起人にも加わっていなかったが， 7年 1月から『社務を委任』せられ
て，事実上の社長であり， 13年7月，新たに定められた定款にもとづく第 1回
の株主総会において斎藤純三・高野栄三郎とともに株主総代に挙げられ，また
その互選によって会長に就任して，名実一致したのであった。
なお，同社は， 7年3月に横浜の印刷製本業者景諦社を買収して抄紙分社と
称し，もって洋紙の需要をおこすことにつとめ，また， 8年8月には，第一国
立銀行内に置いていた仮本社を東京分社と改称して，やはり印刷製本の事業を
経営した。 25万円の資本金には，当然にこれら両分社の建営費が含まれていた
ことと思われる。
以上を通覧すると，製紙所の創業資本金は，当座の経営費用を含めて10万円
から25万円を要したことになる。そのうち，機械代金には最低2万 5千円を必
要とした。工場など建物の建築費に数万円かかった。経営費用のおもなものは
原料・燃料代や給料などであるが，その給料の中には外人技師に対する高額の
給与も含まれていた。しかも，操業を開始しても，製品がすぐ売れるというわ
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けには行かなかった。はじめに述べたように，輸入代用とはいえ，洋紙に対す
る大量需要があって，それを目当てに事業が起こされたわけではなかったから
である。 この点について， たとえば京都府営のパヒ゜ール・ファプリクでは，
『事業の初め 1カ年の製紙高45万斤の予定だったが，一向に購買者がなく，政
府も用ひてくれる様子もない』 28)有様であり，有恒社では製品をことごとく
倉庫にしまいこまねばならぬ有様であった29)。 また王子製紙では， 明治9年
の上半期は47,083円余，同下半期も39,085円余の損金が計上せられている 30)。
各製紙所のこのような経営状態に対して活を入れたものは，明治9年に政府が
発した地券用紙の大量注文であった。
労務者雇傭の状態がやや明らかなのは王子製紙である。すなわち，明治8年
に機械の運転を開始するにあたり，つぎのような人員を屈入れる予定で，順次
人選の上，数人づつ採用していった。上等職エ（男） 6人，中等職エ（男）12人，
下等職エ（男）12人，同童子（幼年エ）（男） 6人，破布選女26人，計62人。賃金につ
いては，女工の初任給は熟練するまで日給10銭と定め，追て仕上げ貫数に応じ
て賃金を支給することにした。男工は，汽缶焚方・元車運転方のような特別の
技能を要するものは，月給12円ないし18円を支給したが，普通職工には月給金
5円ないし 6円を支給した。以上は「王子製紙社史」によるところであるが
31), 渋沢の「王子製紙株式会社回顧談」には， 職工人数について， 『明治 9
年末の調査に依ると，職工の現在数が男エ111人，女エ263人，合計374人を使
用していたのである』と書かれている 32)。 この数字には疑問があるが， 回顧
談の同じ個所に， 10年5月に外人技師を満期解雇後，日本人だけになったの
で，大いに勉強せねばならぬと，それまで 1日18時間操業であったのを24時間
操業に改めたとあるのは，注意すべきである。同時に， 13年に制定せられた定
款中に，純益金の 100分の15を賞与配当金に充て，これを役員および職工に配
当すべきことを規定している点も 33), 注目すべきであろう。
(20)「王子製紙社史」付録， p. 15-16. 
(21) 同上， p.37. 
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?????
成田，前掲書， p.175. 
「伝記資料」第11巻， p.
同J:,p. 12. 
同上， p.30. 
同上， p.30. 
6-7. 
???????
同上， p.42. 
「明治文化と明石博高翁」， p.89. 
関義城「江戸東京紙漉史考」， p.349. 
「伝記資料」第11巻， p.46. 
第1巻， p.80-81. 
「伝記資料」第11巻， p.47. 
同上， p.65. 
4. 製品と販路
渋沢栄ーが洋紙業を企画した動機は，文運進歩の一翼を担うべき書籍や新聞
の用紙を抄造するにあった。王子製紙が 8年6月に機械の運転を開始した当初
は，月 265円という高給で雇入れた米人抄紙技師ボトムリーの無経験その他の
事情で， 紙と名づけられるようなものはできず， 2, 
も， ようやく荷包紙にするような粗末な紙であった34)。
3カ月経って出来た紙
10月に入って始めて
白紙が漉けるようになり， 12月には新聞用紙の抄造を試みた。よってその月に
開業式を挙げる運びとなったのである85)。
開業式挙行以前にも，紙幣寮へ製紙を納品していた（用途不詳）。
てもおもな販路は政府であった。 10年の内国勧業博覧会出品解説の中に書かれ
式後におい
た，同社支配人谷敬三の内国新製洋紙に関する記事に， その間の事情が要領よ
く示されている。 『明治8年11月開業す。爾来多く官紙を抄製し，人民の依嘱
は僅々新聞用紙に止まる。此の如き大工場にして製出甚だ少なきを以て，得失
相償はず，大に困難を生ぜしに，幸にして煙草税の発令あり，続て地券改正の
挙あり，此二件に用ふべき印紙・券紙の抄製を命ぜられたるにより，方今頗る
昔日の面目を革めたり』 36)と。文中，『僅々新聞用紙に止まる』の一句は，今
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日から見れば不思議のようであるが，そうではなかった。すなわち，「大川平三
郎君伝」に『明治10年に西南戦争が起って，始めて紙が盛んに売れるやうにな
った。今迄王子で出来る紙を全国の新聞社へふり撒いても使ひきれなかった。
実に小さいものであった37)』とあるように， そのころは， 日産3~4千ポン
ドの紙でも消化しかねるほど，新聞用紙の需要は小さかったのである。
当時の業界第 1位の王子製紙がこのような状態であったのだから，西南戦争
後に開業して上質紙の抄造を特徴とした神戸製紙所を別にすれば，他の製紙所
の状態は推して知るべきであった。これを京都府営パビール・ファプリについ
て見ると，前述のように，製品の買手がないところから，京都一流の紙商中井
三郎兵衛・大森治郎兵衛・石角伊助・神内庄助および大江長左衛門を招いて，
洋紙の前途有望なるを説き，製紙売捌人に命じ，準判任官の資格で月手当 5円
づつを支給することにした。 5人は日々交替で勧業場と工場とへ出勤すること
になったが，彼らが品種について注文したところによると，中井は襖紙，大森
は伊予奉書の代用品，石角は半紙4倍大，神内は美濃紙大，大江は文庫紙と，
いずれも和紙代用品であった。この 5人は共同して松原御幸町に販売会所を作
ったが， 世人に最も好評を博したのは襖紙であった38)。真島が譲り受けた蓬
いろがみ
莱社製紙場では，新聞用紙・帳簿用紙・色紙・巻紙・包装紙等を抄造した。有
恒社の製品もこれとほぽ同じであったが，買手が殆んどなく，製品を倉庫に寝
させていたことは，前述の通りである。その間にあって，最初から地券用紙の
抄造を目標にして業を起した三田製紙所は，創業資本金の貸下げを通じて，開
業当初から御用企業として出立した。
地券は，地租賦課の手段とするために，明治5年から発行せられ， 22年まで
行なわれた土地証券である。申壬地券と称せられる初期の地券は，各地適宜の
用紙を用いて作られていたが，紙質が粗悪で贋造の弊を生じやすかったばかり
でなく，都会地地券と地方地券とは体裁を異にし，また券面記載事項は地主の
申告に従うのを原則としたため，不正確を免かれなかった。ここにおいて， 6
年7月地租改正条例布告の結果，地券の全国的統一を期し，用紙についても均
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質で量産の可能な洋紙を用いることになり，明治9年，まず御用工場に指定せ
られた三田製紙所にその抄造を命じたのである。しかし，同所では，それが受
注能力をはるかに越える数量であったため，有恒社・王子製紙・ 真島製紙所・
バビール・ファプリク等の協力を仰いだ。これは，前述のような販路状況に悩
んでいた各製造所にとって，あたかも旱天の慈雨であった。すなわち，地券の
抄造期間は 9年から13年まで4カ年にわたり，発行枚数は総計 1億 1千万枚(
1枚の大きさは9寸7分5厘xl尺2寸5分）の多きにのぼったのであるから， ぃ
かにそれが大きな需要であったかが想像されよう。
折から，明治10年に西南戦争が起り，それを機会に新聞・雑誌・書籍の普及
めざまし<'しぜん，洋紙に対する需要はとみに増加した。この需要増加は，
一方では洋紙の輸入を旺盛にしたが，他方ではわが洋紙工業の基礎を確立させ
た。つぎに掲げる洋紙需給表がそれを示す。
日本製紙聯合会加入会社
洋紙生産高を基本とする需給表 （単位千ポンド）
I 年 I 製造高 I 輸入高 I 輸出高 I 内地需要高
明治 7 35 705 740 
8 178 1,028 1 1,205 ， 845 828 3 1,670 
10 1,206 1,700 33 2,873 
11 1,407 2,178 35 3,550 
12 1,697 1,289 80 2,906 
13 3,084 1,084 78 4,091 
14 3,968 1,128 208 4,887 
（備考） 「日本紙業綜覧」付録， p.6. 
しかし，同時に生じたのは原料ボロの供給不足であった。かくて，欧米で行
なわれつつあった藁原料への転換が企てられた。王子製紙では，前に述べたよ
うに，大川平三郎がアメリカから持ち帰った知識にもとづいて， 13年に藁パル
プ製造試験を開始し， 15年にはその事業化に成功した。有恒社においても同様
の試験が行なわれたが，さらに政府工場である紙幣寮抄紙局においては，早く
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も11年に稲藁を製紙原料とする試験に成功し，翌年には抄紙局で最初に組立て
た抄紙機械で， 藁を原料とする機械漉きを開始した39)。 もっとも，藁バルプ
はボロ・パルプと混用せられた場合が少なくなかったであろう。かくするうち
に，西洋にならって木質パルプが着目せられ，たとえば王子製紙では，その製
法研究のため， 17年に大川平三郎をヨーロッパヘ派遣することになるのであ
る。こうして，明治20年前後に洋紙工業の第2の興隆期が到来する。
閲 「大川平三郎君伝」によると，ポトムリーは，原料製造の専門家であって，抄紙技
術のことは，素人同様，無経験であった。 (p. 71.) 
(35) 「伝記資料」第11巻， p.40-41. 
(36) 関義城，前掲書， p.354. 
(37) 「大川平三郎君伝」， p.86, 
(38) 「明治文化と明石博高翁」， p.89. 
(39) 関義城，前掲書， p.357. 
5. 和紙の洋紙化（紙幣寮抄紙局）
以上のように，全面的に西洋の法に倣って洋紙工業が勃興した間に，和紙に
おける原料の処理と抄造の工程に西洋技術を導入し，もって高級の洋紙に優る
とも劣らぬ紙の製造が成功した。世に『局紙』と称せられたのがそれであっ
て， 抄造者は大蔵省紙幣寮抄紙局（のちの同省印刷局抄紙部）であり， 目的は，
それこそ直接に輸入代用であった。これについては，関義城氏著「江戸東京紙
漉史考」中の「局紙について」の章に，あらゆる資料を蒐めて詳しく述べられ
ているから，最早やここで書く必要はないが， 「洋紙業事始め」の標題下にお
いて，逸することができないので，主として関氏の著書によって，極めて簡単
に述べよう。
明治政府が最初に発行した太政官札の用紙は，建議者由利公正の出身地であ
る紙の本場越前で，椿や雁皮を原料とし，流漉法によって抄造せられたもので
あった。しかし，紙質が銅版に適しないだけでなく，贋造紙幣が出やすかった
ので，藩札の整理をも考慮して，明治3年10月に紙幣の製造をドイツに依頼し
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た。翌年末に発行を開始せられた新紙幣がそれであって，のちドイツから原版
を取寄せてわが国で製造したものを加えると，新紙幣の発行総額は， 14年末ま
でに 143百万円余にのぽった。その間， 7年1月に紙幣頭に就任した得能良介
は，外国で紙幣を製造させることの危険を論じ，わが国固有の原料を以て用紙
を抄造する計画を立てて，大蔵卿に建議した。それに基づいて， 8年4月に抄紙
局が置かれ，王子村に地をぽくしてその工場が建設せられた(9年2月落成）40)。
同工場では，和紙の原料および漉法と洋紙の原料処理法とが併せ研究せられ
た。まず原料について見ると，最上質和紙は鳥の子で，その原料は雁皮である
が，雁皮は野生で栽培に適せず，したがって原料の供給に限りがあるのを慮っ
て，三栢が選ばれた。それまでは駿河半紙など粗弱な紙の原料に用いられてい
た植物である。これを洋式の機械設備すなわちビーターで物理的に，また洋式
薬品を用いて化学的に処理し，三栢皮が持つところの特質を発揮させることに
より，雁皮製鳥の子に近い紙を抄出するのが目的であった。目的の達成に向っ
て種々試験と研究が累ねられた結果， 9年夏に至りドイツ製紙幣用紙に優るペ
き用紙を抄出する自信をえて，翌年には交換銀行紙幣や郵便葉書用紙の抄造を
開始し， 13年には，当初の目的である政府紙幣用紙の抄造を始めた。その間，
11, 2年ごろ，洋式に則って，一種の溜漉法を案出し，従来の流漉法が改めら
れた。この，洋法に倣った手漉和紙がいかに良質であったかは，明治11年のパ
リ万国博覧会に出品せられて，第 1位の折紙をつけられたこと，ョーロッパ諸
国の文人その他の嗜好に投じて，爾来続々輸出せられ， JapaneseImperial 
Paperと称してもてはやされたこと，などによってうかがわれる。同時に，三
極の栽培が奨励せられ，それが農家の副業として広く行なわれつつ，今日に至
っていることも，留意すべきであろう。
手漉和紙の洋法化に成功した抄紙局は，洋紙の面にも進出し，薬紙料をボロ
原料に混入して普通印刷用紙をつくる実験に成功した結果，自製の円網抄紙機
を用いて， 12年4月に操業を開始した。これがやがて民間業者と市場で競合す
ることになるのであるが，それについては説明を省略し，紙幣用紙の自給を提
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唱してこれを成功に導いた人物，得能良介 (1825ー 1883)について一言しよう
41)。
良介は鹿児島士族。維新の際は小松帯刀•西郷隆盛・大久保利通らを輔けて
東奔西走，明治3年4月，大久保の推挙で大蔵省に入った。翌々年，渋沢と事
を争うて待命になったが，間もなく司法省出仕を命ぜられ， 7年1月，再び大
蔵省に呼び戻されて紙幣頭に就任した。紙幣用紙の国産化を建議したのはその
3月で，それが容れられて抄紙局が置かれ，ついに所期の目的を到達したこと
は，上述のとおりである。
それだけでなく，彼は事業経営に独特の才能を発揮した。第1に，彼は抄紙
事業の独立企業化をはかった＇。この事業が明治 10年いらい利益を挙げ,12年度
には工場興業費等を償却して，自営の見通しがついたため，彼は，抄紙局のた
めに特別会計法を設け．一定金額を政府に納めて残余を局の積立金とし．これ
を従業員の福祉，工場の修繕・増築，機械購入などの費用に充てたいと，大蔵
卿に申出た。容易に聞入れられず，大蔵卿は大隈から佐野， 松方と変り，結
局，良介の熱意が酬いられて,16年2月，願意が聞き届けられた。第2は，エ
場関係の最高技師 1, 2名を除き，官吏たることを廃して悉く雇員にしたこと
である。 『工場は職工を本位とすべきであるのに，その監督の任に当る者が官
吏という格段の肩書を持っていては．上下一致して事に当るのに支障がある』
というのが，その理由であった。その代り，彼らにはよい待遇を与え，たとえ
ば月給20円の官吏を40円の雇に,30円の官吏を50円の雇にした。この措置は．
官尊民卑が強い当時における，まことに思い切ったやり方であって，上掲の抄
紙事業の独立企業化と併せて，官業経営史上，注目すべきところであろう。
(40) この工場は王子製紙の隣接地に建てられた。 「抄紙会社」の名で創立された王子製
紙が9年5月に「製紙会社」と改称したのは，官命による。抄紙局とまぎらわしいか
恥との理由にもとづく。（「伝記資料」第11巻， p.45.) 
(41) 「得能良介君伝」による。
〔付記） 還暦を迎えられた鋳方貞亮教授に対し，本稿が，研究メモを綴った程度のもの
に成り終ったことを，深くお詫び申上げたい。
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